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『くすりの情報』を読んでいますか？                
ご自分の薬についてもっとよく知って頂くために、薬をお渡しする際に『くすりの情報』

という説明書を添えてお渡ししています。  

この『くすりの情報』には、薬の名前・色・記号、【はたらき】、【使用上の注意】、

【副作用】、【一緒に使わないでほしい薬】といった薬を使用する際に注意して頂きた

い事項が記載されています。ご使用になる前に必ずご覧ください。 

★ 薬の名前・色・記号 

薬の名称、薬の本体の色、及び本体に記載されている記号が記載されています。 

★ 【はたらき】 

一般的な表現となっていますので、もし医師の説明の通りでなかったり、わか
らないことがある時は、薬のお渡し窓口でお問い合わせください。 

★ 【使用上の注意】 

日常注意して頂きたいこと、薬がよく効くように守って頂きたい注意点等をあ
げてあります。ただしこの項目の記載スペースには限りがあるため、ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ
類（ｾﾝﾄｼﾞｮｰﾝｽﾞﾜｰﾄなど）と薬との相互作用が必ずしも全て含まれているとは
限りません。飲み合わせ・食べ合わせ等で不安な点がありましたら、その 

都度ご相談下さい。 

★ 【人によっては次のような症状があらわれることがありますので、すぐに主治医に
相談してください。】    

薬を使用中、または使用後に気をつけてほしい症状（副作用）について記載さ
れています。すべての人に必ず起こるものではありませんので過度の心配は要
りませんが、早期に気づいて頂けたらひどい副作用を未然に防ぐことが可能に
なる場合もありますので参考にしてください。書かれている以外の症状が現れ
る場合もあります。発疹などいつもと違う症状が現れた時は、主治医に相談し
てください。 

★ 【併用禁忌】 

一緒に使わないでほしい薬が記載されています。他院ですでに薬をもらってい
る場合、また街の薬局で薬を買う場合に是非参考としてください。 

また、平成 22 年 1 月上旬より、服用方法・使用方法等が記載されるようになりました。

錠剤・カプセルの場合は 1 回に服用する個数、散薬の場合は 1 回に服用するｇ数、 

水薬の場合は 1 回に服用する mL数が記載されています。 

散薬・水薬の場合は、数種類の薬が混ぜてある場合や、水を加えてある場合もあります

ので、薬袋の指示通りに服用してください。 

 

薬を使用中に他の病院を受診する際には、この説明書を医師にお見せください。 

この説明書の内容につきましては、同じ薬が継続される場合は、前回と同じものをお渡

しすることがありますが、随時必要に応じて改訂していきますのでご承知ください。 

ご自分の薬について理解を深め、正しく安全に薬が使用できるように、お役立て下さい。 

薬についてのご質問・ご意見などがありましたら、 

薬のお渡し窓口までお願いします。 


